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平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

無
防
備
な

　
　
　心
に
火
災
が

　か
く
れ
ん
ぼ

（
愛
媛
県

　浅
野
か
え
で
さ
ん
作
品
）

　

公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会

主
催
に
よ
る
「
第
三
十
四
回
全
国

消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
」
が
、
去
る

九
月
十
日
（
木
）
午
前
十
時
か
ら

日
本
消
防
会
館
内
「
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
、
高
市
早
苗
総
務

大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
来

賓
並
び
に
全
国
の
消
防
関
係
者
が

参
列
の
も
と
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
明
治
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で
全

国
の
消
防
殉
職
者
並
び
に
消
防
協

力
受
難
者
は
、
愛
媛
県
の
六
十
五

柱
を
含
む
五
千
六
百
八
十
八
柱
と

な
り
、
こ
の
た
び
新
た
に
六
柱
の

　

愛
媛
県
消
防
学
校
初
任
教
育
卒

業
式
が
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十

五
日
（
金
）
消
防
学
校
大
教
室
に

お
い
て
、
杉
野
防
災
局
長
を
は
じ

め
芳
野
愛
媛
県
消
防
長
会
会
長
、

土
居
愛
媛
県
消
防
協
会
会
長
、
訓

練
生
の
各
所
属
長
が
出
席
し
、
六

か
月
間
の
長
期
間
に
わ
た
る
厳
し

い
初
任
科
教
育
訓
練
を
終
え
た
六

十
六
名
の
卒
業
式
が
、
厳
粛
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
氏
名
を

読
み
上
げ
代
表
者
に
卒
業
証
書
の

授
与
が
行
わ
れ
た
後
、
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞
、
敢
闘
賞
の
褒
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
酒

井
愛
媛
県
消
防
学
校
長
が
「
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
い
よ
い
よ
各
所
属
に
お
い
て

火
災
現
場
を
始
め
、
様
々
な
災
害

現
場
に
出
動
し
第
一
線
で
地
域
住

民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る

消
防
任
務
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

現
在
消
防
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
大
規
模
自
然
災
害
へ
の
対

応
・
社
会
生
活
・
社
会
環
境
の
変

化
に
よ
り
複
雑
多
様
化
し
て
き
た

消
防
活
動
。
少
子
高
齢
化
の
影
響

で
出
動
勤
務
・
件
数
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
救
急
活
動
な
ど
、

そ
の
業
務
は
極
め
て
広
範
囲
に
わ

た
り
、
更
な
る
迅
速
的
確
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
こ
の
こ
と
を
十
分
に

認
識
し
消
防
職
員
の
資
質
の
向
上

の
為
に
消
防
士
を
目
指
し
た
初
心

を
忘
れ
ぬ
こ
と
な
く
本
校
で
培
っ

た
『
知
識
・
技
術
・
体
術
』
並
び

御
霊
が
合
祀
さ
れ
、
参
列
者
約
七

〇
〇
名
に
よ
る
消
防
殉
職
者
に
対

す
る
黙
と
う
、
秋
本
敏
文
日
本
消

防
協
会
長
が
、「
東
日
本
大
震
災

後
も
大
規
模
な
地
震
や
津
波
の
近

い
将
来
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
、
ま

た
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
、
土
砂

災
害
、
竜
巻
な
ど
思
い
が
け
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
相
次
い
で
お

り
ま
す
。
今
日
も
関
東
各
地
で
大

雨
警
報
が
発
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
気
が
か
り
で
あ
り
ま
す
。
住

宅
火
災
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
中
、
一
昨
年
『
消
防

団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
』
が
成

立
し
消
防
の
役
割
は
益
々
重
要
と

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
消
防
関
係

者
は
地
域
の
総
力
を
結
集
す
る
地

域
防
災
力
の
強
化
と
い
う
日
本
消

防
の
新
た
な
展
開
と
真
正
面
か
ら

向
き
合
い
な
が
ら
、
国
民
の
安
全

確
保
に
最
大
限
の
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

も
消
防
活
動
の
安
全
は
重
要
で
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
安
全
を
確

保
し
な
が
ら
消
防
の
使
命
達
成

に
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。
そ
れ
が

尊
霊
の
ご
遺
訓
に
お
こ
た
え
す
る

途
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。」
と
の

式
辞
に
つ
づ
き
、
安
倍
内
閣
総
理

大
臣
、
高
市
総
務
大
臣
、
ご
遺
族

代
表
か
ら
「
追
悼
の
こ
と
ば
」
を

い
た
だ
き
、
参
列
の
皆
様
に
よ
る

献
花
に
つ
づ
い
て
、（
一
社
）
江

戸
消
防
記
念
会
に
よ
る
鎮
魂
の

歌
（
木
遣
り
）
が
捧
げ
ら
れ
ま

し
た
。
本
県
か
ら
は
、
協
会
か
ら

土
居
協
会
長
・
中
川
業
務
執
行
理

事
、
遺
族
会
か
ら
中
嶋
遺
族
会
会

長
ほ
か
三
名
の
ご
遺
族
が
参
列
さ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

に
『
規
律
・
団
結
』
で
職
責
を
自

覚
し
、
今
後
と
も
日
々
自
己
研
鑚

に
努
め
一
日
も
早
く
住
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
立
派
な
消
防
士
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
来
賓
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

訓
練
生
総
代
の
松
山
市
消
防
局

　

船
井
駿
一
訓
練
生
が
、
卒
業
者

を
代
表
し
て
「『
心
・
技
・
体
・

知
』
を
高
め
る
よ
う
に
精
進
し
地

域
社
会
の
安
全
を
担
う
と
い
う
誇

り
あ
る
職
務
に
責
任
感
と
使
命
感

を
持
っ
て
全
力
で
挑
む
こ
と
を
誓

い
ま
す
。」
と
力
強
く
謝
辞
を
述

べ
、
卒
業
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
卒
業
生
は
、
指
導

教
官
や
同
期
生
と
の
別
れ
を
惜
し

み
な
が
ら
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し

た
。

【
褒
賞
受
賞
者
】

○
最
優
秀
賞

　
　

松
山
市
消
防
局

　
　
　
　
　
　
　

和
田　

遼
司

○
優
秀
賞

　
　

松
山
市
消
防
局

　
　
　
　
　
　
　

湯
山　

貴
弘

　
　

宇
和
島
地
区
広
域
（
事
）

　
　
　
　
　
　
　

末
廣　
　

航

　
　

松
山
市
消
防
局

　
　
　
　
　
　
　

船
井　

駿
一

○
敢
闘
賞

　
　

今
治
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

明

　

追
記
、
初
任
科
卒
業
式
前
の
九

月
十
二
日(

土
）
に
来
賓
や
訓
練

生
の
家
族
の
方
々
を
迎
え
て
、

六
ヶ
月
の
訓
練
成
果
を
発
表
す
る

実
技
訓
練
発
表
会
で
は
、
各
所
属

長
や
家
族
の
方
々
か
ら
異
口
同
音

に
「
入
校
時
に
比
べ
て
、
見
違
え

る
よ
う
に
一
段
と
成
長
し
、
非
常

に
頼
も
し
く
心
強
く
感
じ
た
。」

等
の
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

第
三
十
四
回九

月
十
日
（
木
）
　ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

愛
媛
県
消
防
学
校

　
　
　
　初
任
科
卒
業
式

第
五
十
四
回
（
平
成
二
十
七
年
度
）

九
月
二
十
五
日
（
金
）
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女
性
消
防
団
だ
よ
り

越お 
智ち

　理り 

恵え

新
居
浜
市
消
防
団

　部
長

　

新
居
浜
市
で
初
め
て
女
性
消
防

団
が
発
足
さ
れ
て
か
ら
、
早
い
も

の
で
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

当
初
は
三
十
名
い
た
団
員
も
、

残
念
な
が
ら
今
で
は
定
員
割
れ
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
、

女
性
消
防
団
と
し
て
の
広
報
活
動

や
消
防
団
員
確
保
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

の
発
足
に
伴
い
、
女
性
消
防
団
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
入
団
希

望
者
の
増
加
に
期
待
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

私
た
ち
は
、『
分
団
』
と
い
う

形
態
を
持
た
ず
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。「
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
全

国
大
会
」
へ
の
出
場
と
い
う
経
験

を
活
か
し
個
人
技
術
の
向
上
を
兼

ね
、
観
閲
式
で
の
お
披
露
目
を
目

標
に
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
市

内
の
公
共
施
設
や
事
業
所
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
拡
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
救
急
救
命
講
習
の
需
要
が
増

え
、
そ
の
為
に
勉
強
会
を
重
ね
、

現
在
で
は
新
居
浜
市
の
女
性
消
防

団
員
で
東
予
地
区
防
災
士
養
成
講

座
の
救
命
指
導
を
行
え
る
ま
で
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

新
居
浜
市
に
於
い
て
は
、
幼
稚

園
か
ら
一
般
企
業
ま
で
、
様
々
な

地
域
住
民
の
防
災
訓
練
の
回
数
が

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
私
達
に

は
、
そ
の
指
導
者
と
し
て
団
員
数

の
充
実
と
指
導
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

新
入
団
員
の
養
成
に
力
を
注
ぎ
、

救
急
救
命
講
習
の
指
導
者
と
し
て

の
資
格
取
得
を
計
画
的
に
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
の
方
々
へ
の
主
な
指
導

内
容
と
し
て
は
、
三
角
巾
の
使
い

方
や
搬
送
に
つ
い
て
、
そ
し
て
消

火
器
に
つ
い
て
の
指
導
が
あ
り
ま

す
。
市
を
挙
げ
て
防
災
意
識
の
向

　

平
成
二
十
七
年
十
月
九
日

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
大
洲
市
内

の
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲
に
お
い
て
、

愛
媛
県
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
愛

媛
県
消
防
団
員
意
見
発
表
会
並
び

に
正
副
団
長
・
消
防
長
等
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
各
消
防
団
長
・
消
防
長

ほ
か
百
三
十
六
名
が
参
加
し
、
土

居
敏
夫
愛
媛
県
消
防
協
会
長
の
開

催
あ
い
さ
つ
の
後
、
意
見
発
表
会

に
移
り
、
大
洲
市
教
育
長　

二
宮

　

隆
久
様
、
株
式
会
社　

愛
媛
新

聞
社　

八
幡
浜
支
社
長　

村
上　

直
史
様
、
土
居
協
会
長
、
山
川
業

務
執
行
理
事
、
井
戸
業
務
執
行
理

事
、
中
川
業
務
執
行
理
事
の
六
名

が
審
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

発
表
者
は
、
各
支
部
か
ら
一
名

選
出
し
、
伊
予
市
消
防
団　

小
西

　

千
鶴
子
氏
が
「
心
の
火
事
」、

伊
方
町
消
防
団　

山
下　

紀
政
氏

が
「
地
域
性
に
即
し
た
消
防
団
と

言
葉
の
力
」、
今
治
市
消
防
団　

越
智　

勇
清
氏
が
「
消
防
団
活
動

体
験
記
」
と
題
し
意
見
発
表
を
行

い
、
審
査
員
長　

大
洲
市
教
育
長

　

二
宮　

隆
久
様
の
講
評
及
び
審

査
結
果
の
後
、
土
居
協
会
長
が
表

彰
を
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
結
果

【
最
優
秀
賞
】

　

今
治
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

越
智　

勇
清
氏

【
優
秀
賞
】

　

伊
方
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　

山
下　

紀
政
氏

　

伊
予
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

小
西
千
鶴
子
氏

　

休
憩
の
後
研
修
会
で
は
、
井
戸

業
務
執
行
理
事
の
開
会
の
こ
と
ば

に
続
き
、
日
本
消
防
協
会
年
金
共

済
部　

藤
中　

正
樹
様
に
「
個
人

年
金
及
び
婦
人
消
防
隊
員
等
福
祉

共
済
に
つ
い
て
」、
福
祉
部　

小

林　

晃
昌
様
に
「
福
祉
共
済
に
つ

い
て
」、
全
日
本
消
防
人
共
済
会

　

白
髭　

健
助
様
に
「
火
災
共
済

に
つ
い
て
」
な
ど
消
防
団
員
の
た

め
の
各
種
共
済
事
業
の
普
及
啓
発

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
自
衛
隊
愛
媛
地
方
協

力
本
部　

本
部
長　

大
関　

雅
宏

様
を
講
師
に
迎
え
「
南
海
ト
ラ
フ

地
震
へ
の
備
え
」
と
題
し
て
東
日

本
大
震
災
で
の
自
衛
隊
の
活
動
や

御
嶽
山
噴
火
災
害
で
の
捜
索
活
動

な
ど
の
ビ
デ
オ
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
大
規
模
災
害
時
の
自
衛
隊
の

対
応
・
現
地
消
防
と
の
連
携
等
に

つ
い
て
実
際
の
災
害
現
場
の
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
予
想
さ
れ
る
被

害
等
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
演
の
後
、
山
川
業
務
執
行
理

事
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
研
修
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

上
を
は
か
っ
て
い
る
現
在
に
於
い

て
、
そ
の
内
容
は
次
々
と
増
え
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
新
入
団
員
は

も
ち
ろ
ん
の
事
で
、
団
員
全
員
が

各
々
少
な
い
活
動
時
間
の
中
で
有

効
に
技
術
を
習
得
し
て
い
き
、
一

人
一
人
が
指
導
の
ス
キ
ル
や
意
識

を
上
げ
て
い
く
事
で
す
。
そ
う
し

て
日
常
を
過
ご
す
こ
と
で
有
事
の

際
も
、
自
分
た
ち
で
防
御
す
る
こ

と
が
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
な

り
、
ま
た
、
誰
か
に
頼
る
と
い
う

気
持
ち
で
は
な
く
、
お
互
い
に
助

け
合
う
と
い
う
気
持
ち
が
、
災
害

に
強
い
新
居
浜
市
民
を
増
や
す
事

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

平
成
二
十
七
年
度

　
　
　愛
媛
県
消
防
団
員
意
見
発
表
会

第
六
回 
正
副
団
長
・
消
防
長
等
研
修
会
開
催
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一
般
住
民
の
防
災
活
動
等善ぜ

ん 

家け

　哲て
つ 

也や

　

西
仲
自
主
防
災
会

　会
長

鬼
北
町
西
仲
地
区

　
　自
主
防
災
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

鬼
北
町
西
仲
地
区
（
三
十
二

戸
）
で
は
、
平
成
十
九
年
に
自
主

防
災
会
を
設
立
し
て
以
来
、
毎
年

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
会
設
立
後
、
全
世
帯

の
世
帯
台
帳
を
作
製
し
、
住
居
の

平
面
図
と
就
寝
場
所
、
世
帯
全
員

の
名
前
や
血
液
型
、
足
な
ど
の
不

自
由
な
方
の
把
握
を
行
い
、
加
え

て
ス
コ
ッ
プ
や
鍬
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
、
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
の
個
人
所

有
の
資
機
材
を
台
帳
と
し
て
整
備

し
、
毎
年
変
更
が
無
い
か
を
確
認

し
な
が
ら
役
員
が
管
理
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
大
地
震
や
水
害
、
火

災
な
ど
を
想
定
し
た
集
会
所
へ
の

避
難
訓
練
と
応
急
手
当
、
消
火
栓

に
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
放
水
を
行
う

放
水
訓
練
、
水
消
火
器
に
よ
る
消

火
訓
練
、
倒
壊
建
物
内
の
救
出
訓

練
な
ど
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
訓
練

を
行
い
、
毎
回
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
多
く
の
住
民
の
方
が
参
加

を
し
て
防
災
意
識
の
向
上
と
啓
発

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
倒
壊
建
物
内
の
救
出

訓
練
は
、
地
震
は
昼
夜
を
問
わ
ず

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
夜

中
に
も
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る

と
の
想
定
で
、
こ
れ
ま
で
二
回
、

夜
八
時
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

　

し
か
も
、
街
路
灯
を
米
袋
で
覆

い
停
電
状
態
で
の
訓
練
開
始
で

す
。
訓
練
開
始
五
分
前
に
消
灯
し

寝
室
で
待
機
、
地
震
発
生
後
、
訓

練
開
始
放
送
の
合
図
で
家
族
の
安

全
と
火
元
の
確
認
後
、
五
地
区
ご

と
に
近
所
の
方
と
声
を
掛
け
夜
道

を
懐
中
電
灯
で
照
ら
し
な
が
ら

避
難
場
所
の
集
会
所
に
向
か
い
ま

す
。
そ
し
て
、
避
難
者
の
確
認
中

に
二
人
の
逃
げ
遅
れ
た
方
が
い
る

と
の
情
報
が
入
り
、
担
架
と
救
急

箱
を
持
ち
若
者
が
現
場
へ
急
行
。

役
員
の
指
示
で
先
ず
寝
室
場
所
へ

向
か
い
、
静
寂
の
中
物
音
や
声
が

聞
こ
え
な
い
か
確
認
、
そ
の
後
救

出
を
す
る
と
い
う
訓
練
で
し
た
。

や
は
り
、
昼
間
と
は
違
い
暗
い
中

で
の
訓
練
は
、
緊
張
感
も
あ
り
、

よ
り
実
践
的
で
特
に
子
供
た
ち
に

は
将
来
の
た
め
体
感
で
き
た
こ
と

が
と
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
と

◎最優秀賞

支
部
だ
よ
り

森も
り

　
　光み

つ

　夫お

子
供
の
夢
乗
せ
て

東
温
市
消
防
団

　団
長

　

東
温
市
消
防
団　

第
三
分
団
第

一
部
は
、
東
温
市
南
端
の
山
間
部

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
過
疎
化
に

よ
り
少
子
化
が
進
み
、
児
童
数

が
、
二
十
四
名
で
今
後
増
え
る
見

込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
上
林
を

考
え
る
会
」
は
上
林
地
区
の
諸
問

題
を
み
ん
な
で
考
え
て
、
改
善
を

し
よ
う
と
組
織
し
た
グ
ル
ー
プ
で

す
。

　

会
で
は
、「
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
て
、
ヒ
マ
ワ

リ
の
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
児
童
と

一
緒
に
取
り
組
み
、
採
取
し
た
油

を
販
売
し
、
又
天
ぷ
ら
油
を
回
収

し
て
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
）
油
を
作
り
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
の
協
力
に
よ
り
Ｂ
Ｄ
Ｆ

エ
ン
ジ
ン
を
提
供
し
て
頂
き
Ｂ
Ｄ

Ｆ
油
を
燃
料
と
し
た
ゴ
ル
フ
カ
ー

ト
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
貸
出
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
消
防
自

動
車
に
改
造
す
る
こ
と
を
想
い
つ

き
、
消
防
署
に
ア
イ
デ
ア
を
頂
き

試
行
錯
誤
の
結
果
、
立
派
な
ミ
ニ

消
防
自
動
車
が
完
成
し
ま
し
た
。

最
初
に
上
林
の
児
童
に
試
乗
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
赤
色
灯
を

つ
け
、
昔
の
手
回
し
サ
イ
レ
ン
鳴

ら
し
走
行
す
る
と
子
供
た
ち
か
ら

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
大
変
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
子
供
が
、
消
防
自

動
車
に
興
味
が
あ
る
様
子
を
見
て

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

子
供
の
頃
か
ら
防
火
・
防
災
、

消
防
団
活
動
に
一
人
で
も
多
く
関

心
を
持
ち
学
ん
で
く
れ
る
事
が

「
上
林
を
考
え
る
会
」
の
狙
い
で

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
こ
と
を
想
定
し

た
訓
練
を
続
け
て
地
域
の
防
災
力

を
向
上
し
、
万
が
一
に
備
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

し
た
。
今
後
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
貸
出
し
を
行
い
消
防
団
活

動
の
広
報
に
役
立
て
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　
　
　

防
火
ポ
ス
タ
ー
図
案

西条市神拝小学校　5年

谷
たに

 口
ぐち

　舞
まい

 香
か

◎優秀賞
今治市玉川中学校　2年

森
もり

　　千
ち

　尋
ひろ

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

　入
選
作
品
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　9月15日から入社した田所　慶子（た
どころ　けいこ）さんです｡『消防団員
確保キャラバン事業』『女性消防団員加
入促進アピール大会事業』をメインで
行ってもらいます。まだ入社₁カ月です
が、すっかり協会にも慣れた（？）みた
いです。それでは少し質問してみましょ
う。

　

私
の
住
ん
で
い
る
大
三
島
は
、

人
口
も
少
な
く
、
お
年
よ
り
の
方

が
多
い
、
高
齢
化
の
町
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
お
互
い
が
助
け
合
い
な

が
ら
生
活
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
一
つ
が
、
消

防
団
だ
。
私
の
父
も
、
消
防
団
の

一
員
で
あ
る
。

　

父
は
、市
役
所
で
働
き
な
が
ら
、

消
防
団
で
も
活
動
し
て
い
る
。
今

治
市
に
い
る
約
二
千
人
の
消
防
団

員
の
う
ち
の
一
人
だ
。消
防
団
は
、

い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
通
し
て
、
地

域
で
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
た
め

に
備
え
て
く
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

火
災
が
起
こ
っ
た
時
な
ど
に
は
、

携
帯
に
出
動
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
、
す
べ
て
の
住

民
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
く
れ
て
い
る
の

だ
。
で
は
、
父
が
入
っ
て
い
る
消

防
団
で
の
仕
事
を
紹
介
し
よ
う
。

　

放
水
訓
練
や
一
一
九
訓
練
、
年

末
夜
警
な
ど
が
あ
る
。

　

年
末
夜
警
で
は
、
冬
の
寒
い
夜

に
拍
子
木
を
た
た
き
な
が
ら
、
地

域
を
見
回
っ
て
く
れ
て
い
る
。
私

た
ち
は
、
拍
子
木
の
高
い
澄
ん
だ

音
と
「
火
の
用
心
」
と
い
う
声
を

聴
く
こ
と
で
、
防
火
・
防
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

消
防
団
は
、
寒
さ
に
負
け
ず
、
地

域
の
住
民
一
人
一
人
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
て
く
れ
て
い
る
の

だ
。
自
分
の
仕
事
を
朝
・
昼
に
こ

な
し
、
夜
に
は
消
防
団
と
し
て
活

動
し
て
い
る
消
防
団
員
。
私
た
ち

は
、
消
防
団
が
い
て
く
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
安
心
・
安
全
で
豊
か

な
毎
日
を
送
れ
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

消
防
団
が
活
動
し
て
い
る
の

は
、
夜
だ
け
で
は
な
い
。
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
火
事
の
時
に

も
、
消
防
団
は
活
躍
す
る
。
放
送

　

平
成
二
十
七
年
三
月
六
日
金
曜

日
。
午
後
十
一
時
頃
、
母
の
大
き

な
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

「
起
き
て
！
早
く
起
き
て
！
亮

ち
ゃ
ん
、
早
く
起
き
て
！
」

ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い
た
私
は
、
い

つ
も
と
違
う
母
の
声
で
飛
び
起
き

ま
し
た
。
父
も
、

「
早
く
起
き
て
外
に
こ
い
！
隣
の

倉
庫
か
ら
、
煙
が
で
よ
る
！
」

と
、
焦
っ
て
い
ま
し
た
。
急
い
で

外
に
出
て
み
る
と
、
倉
庫
の
窓
か

ら
、
黒
い
煙
が
で
て
い
ま
し
た
。

出
入
口
の
ド
ア
か
ら
赤
い
炎
が
見

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
警
報
機
が

鳴
り
ひ
び
い
て
い
ま
し
た
。
私

は
、
初
め
て
見
る
光
景
に
、
恐
怖

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
倉
庫
の
中

で
何
か
が
割
れ
る
音
が
聞
こ
え
ま

し
た
。
倉
庫
の
奥
に
は
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
が
何
本
も
入
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
爆
発
す
れ
ば
、
家
に

ま
で
被
害
に
あ
う
の
で
、
と
て
も

心
配
で
し
た
。

　

父
が
、
消
防
署
に
通
報
し
て
数

分
後
に
消
防
車
が
来
ま
し
た
。
そ

の
後
、
消
防
団
の
人
た
ち
の
車
が

何
台
も
来
ま
し
た
。
私
は
、
消
火

活
動
を
始
め
て
み
ま
し
た
。
消
防

士
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
消
防
団
の

方
も
て
き
ぱ
き
と
動
い
て
い
ま
し

た
。
消
防
団
の
中
に
は
地
域
の

知
っ
て
い
る
お
じ
さ
ん
が
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
夜
遅
く

に
、
た
く
さ
ん
の
消
防
団
の
人
が

来
て
く
れ
た
こ
と
に
、私
は
、ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。

　

西
条
市
の
消
防
団
は
、
約
一
六

〇
〇
人
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
も
、
所
属
し
て
い
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

中
の
約
二
十
人
は
、
女
性
で
し

た
。
消
防
団
の
仕
事
は
、
災
害
時

や
火
災
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
消

防
士
と
協
力
し
て
人
を
助
け
た

り
、
災
害
時
に
状
況
に
備
え
て
訓

練
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
防

災
の
広
報
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い

や
メ
ー
ル
で
連
絡
を
と
り
合
い
、

消
防
署
の
応
援
に
行
っ
て
い
る
。

一
軒
や
一
人
を
助
け
る
た
め
に
、

地
域
全
体
が
団
結
し
て
尊
い
命

を
守
ろ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
の

だ
。
こ
れ
は
、
地
域
を
愛
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
で
き
て
い
る
こ
と

だ
と
思
う
。

　

私
た
ち
は
、
消
防
団
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
。
だ

か
ら
、
こ
ん
な
に
楽
し
い
毎
日
を

送
れ
て
い
る
の
だ
。

　

自
分
の
仕
事
と
消
防
団
の
仕
事

を
両
立
し
て
い
る
時
も
、
起
こ
っ

て
い
な
い
時
も
郷
土
愛
護
の
精
神

を
忘
れ
ず
に
、
い
つ
も
地
域
の
先

頭
に
立
っ
て
、
一
人
一
人
の
命
を

大
切
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
。
私

た
ち
は
、
助
け
ら
れ
て
ば
か
り
で

は
い
け
な
い
。
自
分
で
自
分
の
命

を
守
る
努
力
を
し
な
く
て
は
。
火

事
を
防
ぐ
た
め
に
火
の
取
り
扱
い

に
気
を
つ
け
た
り
、
地
震
に
備
え

る
そ
う
で
す
。
消
防
団
の
人
た
ち

は
、
日
頃
は
自
分
の
仕
事
に
つ
い

て
い
ま
す
。
今
回
の
よ
う
に
、
火

事
が
発
生
し
た
と
き
は
す
ぐ
に
か

け
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
通
報
が
早
か
っ
た
の

で
ド
ア
付
近
の
火
事
だ
け
で
す
み

ま
し
た
。
消
防
士
の
人
た
ち
が
す

ぐ
に
火
を
消
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
も
う
火
が
消
え
て
安
心
し

た
の
で
ね
む
り
に
つ
き
ま
し
た
。

朝
起
き
た
と
き
に
、
父
か
ら
寝
た

後
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。
消
防
士
の
方
が
帰
っ
た
あ

と
、
消
防
団
の
人
が
何
人
か
残
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
残
っ
た

消
防
団
の
方
た
ち
は
、
火
が
再
度

つ
か
な
い
よ
う
に
、
明
け
方
の
三

時
ま
で
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
こ
の
火
事
で
、
献
身
的

な
活
動
を
す
る
消
防
団
の
み
な
さ

ん
の
姿
を
始
め
て
み
ま
し
た
。
地

域
の
安
全
を
守
る
、
頼
り
に
な
る

消
防
団
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

私
た
ち
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
も
、

地
域
の
一
員
と
し
て
火
事
や
災
害

に
備
え
て
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

人
に
な
り
た
い
で
す
。

て
非
常
持
ち
出
し
袋
を
用
意
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
自
分
で
「
も
し

も
」
を
常
に
意
識
し
て
生
活
す
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
れ
が
、

防
火
・
防
災
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

　

火
事
は
、「
意
識
」
を
持
つ
こ

と
で
数
は
減
っ
て
い
く
と
思
う

し
、
地
震
は
「
備
え
」
を
す
る
こ

と
で
被
害
は
少
な
く
な
る
は
ず
で

す
。

　

自
分
た
ち
で
、
自
分
の
命
を
守

る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
。
そ
れ
を
、
行
動
に
う
つ
す
。

こ
れ
が
、
消
防
団
の
人
た
ち
に
で

き
る
恩
返
し
だ
と
思
う
。

新職員のご紹介です！

Ｑ．協会で働いてみてどんな感じ
ですか？
　皆さん温かくて、仕事意欲が
どんどん湧いてきます。

Ｑ．趣味を教えてください。
　体を動かすことが好き。特に
テニスが好き♡

Ｑ．今後の目標を教えてください。
　一人でも多くの人の役に立て
る存在になりたいです。

Ｑ．得意なことを 3つ教えてく
ださい。
　　いつでも笑顔でいること
　　いつも元気です！
　　外で活動すること
Ｑ．皆さんにひとこと
　日々学びの気持ちを忘れず、
がんばります
　どうぞよろしくお願いします。

消
防
団
に
で
き
る
恩
返
し

防
火
防
災
に
関
す
る
作
文

今
治
市
立
大
三
島
中
学
校
三
年

　田た 

村む
ら

　芽め 

衣い

地
域
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西
条
市
立
東
予
東
中
学
校
三
年

　平ひ
ら 

木き

　亮
り
ょ
う 

子こ

事務局だより




